
子供達に日本は悪い国だと教える教科書ではなく

日本史に誇りと尊敬の念を持たせる日本で唯一の

「 」新しい歴史教科書
を守る為に私たちは闘っています。

中学生のための歴史教科書は８種類ありますが、７種類は「日本は悪い国だ」と教える左翼
の「自虐史観」という歴史観で書かれています 「新しい歴史教科書をつくる会」が執筆し、。
扶桑社が発行する「新しい歴史教科書」のみが、保守の執筆者により書かれた教科書です。

左翼は「新しい歴史教科書」を「自尊史観」の教科書だと非難していますが、世界各国の歴
史教科書は、子供達に自国の歴史に誇りと尊敬の念を持たせる「自尊史観」の歴史教科書で
あることが当たり前なのです 「自尊史観」の「新しい歴史教科書」こそが世界のスタンダー。
ドであり、左翼の「自虐史観」で書かれた他の７種類の歴史教科書こそが異常なのです。

我が国では残念ながら「自虐史観」の歴史教科書の占める割合は９９．６％で、殆どの子供
達が「日本は悪い国だ」と日々教えられているのですから、子供達が心のバランスを失い、
先祖や親を恨み、日本を軽蔑するようになり、更に規範意識や自らの拠り所も失うことで、
自信が持てなくなった子供達は上昇志向をも失い、いじめや犯罪の非行に走るのも不思議で
はありません。

どの教科書を選ぶかは全国の教育委員会に委ねられていますが 「新しい歴史教科書」が採択、
されなかった原因は、教育委員の「ことなかれ主義」です。教育委員が子供達の事よりも、
政治的な判断を優先し、左翼と揉め事を起こす面倒を避け、保身のために現状に目をつぶる
教育委員が圧倒的に多かったために「新しい歴史教科書」が採択されなかったのです。

私たちと共に「新しい歴史教科書」を作ってきた扶桑社は、教科書の採択率と利益を上げる
為に、突然、教科書の編集権と執筆者を選ぶ権利を「新しい歴史教科書をつくる会」から取
り上げると宣言し 「新しい歴史教科書]を「自虐史観」の教科書に作り替えようとしていま、
す。このまま扶桑社の思う通りになれば、全国唯一の「自尊史観」の「新しい歴史教科書」
が消え去ることになるのです。

私たちの「新しい歴史教科書」は、例えて言えば「自虐史観」の海に投げ込まれた小石であ
り、その「自尊史観」の波紋はいつか海全面に広がるものと確信しています。
私たちはその日が来るまで「新しい歴史教科書」を守り抜く為に、歴史教育の正常化の使命
を忘れた扶桑社の横暴を絶対に許すことはできません。

国民の皆様、子供達に明るい未来を指し示す事が出来るのはあなたです。
「新しい歴史教科書」を守るために、私たちと共に声を挙げてください。
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